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許容濃度の暫定値(2001)
の提案理由

平成13年4月6日
日本産業衛生学会

許容濃度等に関する委員会

エチルベンゼン
C6H5C2H5 

[CAS No. 100-41・4]
許容濃度50 ppm (217 mglm3) 

1. 別名:フェニルエタン
2. 用途:スチレン・モノマー合成その他の有機合成原
料，溶剤など1)
3. 物理化学的性質2)

常温・常圧では無色・可燃性の 液体
分子量 106.16，比重 d2525 0.866，沸点 136.20C， 

融点 - 95.00C，引火点 200C，水に152mg/ l可溶，
有機溶剤と良く混和する.
4. 代謝

志願者を100ppm以下のエチルベンゼンに曝露した
実験によれば，呼吸器からの 吸収率は493)� 64%4)で
あった. 志願者の前腕部に-0.2ml (0.174 g)のエチルベ
ンゼンを時計皿で、覆って接触させ，10- 15 分後の残留量
との差を経皮吸収量と想定した実験では，経皮吸収速度
は 22�33 mg/時/cm2と推定さ れた 5) しかしこの実
験と同じ方法で測定されたキシレンの経皮吸収速度 4.5
�9.6mg/時/cm26) は，両手を液状キシレンに浸けた場
合の尿中代謝物 排推量・呼気中 排出量から計算された経
皮吸収速度 120μg/時/cm27) あるいは 147μg/時/cm28)
に比して著しく高い. 従って 上記のエチルベンゼンにつ
いての経皮吸収速度も直ちに採用することは出来ない.
蒸気は健康な皮膚からは 吸収されない 3) 液状のエチル
ベンゼンは消化管から 吸収される9). 14C で環をラベル
したエチルベンゼンを230ppmの濃度で ラットに吸入
させた実験では，放射能は主として肝・消化管および脂
肪などに分布した10)

体内に吸収されたエチルベンゼンは肝ミクロソームの
P-450 によって代謝される. 志願者を150ppmのエチル
ベンゼンに4時間曝露し ，24時間採尿を行った実験で
は マンデル 酸 ( 71.5 % )とヲェニル グリオキシJレ酸

( 19.1 %) が主な尿中代謝物で ，これら以外にベンゼン
環に4の位置でフk酸化されたp-エチルフェノール，側鎖
のα位の水酸化・酸化， ついでF位の水酸化・酸化を受
けた中間体あるいはそのベンゼン環水酸化体のグルクロ
ン酸抱合体(一部は硫酸抱合体 )として尿中に排出され
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る11) ヒトの場合マンデル酸の尿中排出半減期は，2相
性で、それぞれ31時間および24.5時間である3) また志
願者を用いた実験によれば，呼気中に未変化のまま排出
されるよエチ0)νべ?ペゼンは吸収量の5 %に過ぎず12)，そ
の半減期はず0.5:"'3時間で、ある13)
5. 人 に対する毒性

志願者をエチ)V�芝予子開空P叫に8時間曝露した実
験では，志願者はj倦怠感レー眠気，頭痛などの中枢神経症
状と眼および呼吸器粘膜の刺激症状を訴えたと報告され
ている 4) 一三、J

志願者を用いた曝露実験によればι�ÖQPPÍrl曝露にま
って眼に対する一過性の刺激症状が認められたÌ4)

エチルベンゼジ単独の職業的曝露例を解析した研究は
見当たらない.

ゴム工場に勤務し，芳香族化合物蒸気〔エチルベンゼ
ンが相対的に多く(最高54 ppm) ， トルエン がこれに次
ぎ，キシレン(最高 13ppm)はベンゼンとともに低濃
度〕曝露を受けていた男子労働者では精子数の減少など
精巣機能低下を示す所見を認めたが，どの化合物に起因
するかは明らかにされていない15)

6. 実験動物等における毒性
6-1 急性毒性

エチルベンゼンの急性毒性量を下表に要約し ， トルエ
ンの急性毒性量と比較する 2.16-18)
6・2 慢性毒性

ラットおよびマウスを0，100， 250， 500， 750，およ
び 1，000ppmのエチルベンゼンに6時間/日X5日/週×
13週反復曝露した実験では，肝絶対重量あるいは相対
重量の増加が750ppmおよび、1，000ppm群の雌・雄マウ
スと雄 ラットで，また 1，000ppm群の雌ラットで、認めら
れたが，病理組織学的な所見に異常を認めなかった19)

ラットを0，50， 300および 600ppmのエチルベンゼ
ンに6時間/日x 5日/週x 16週間反復曝露した実験で
は，600ppm群で、肝細胞に滑面小胞体の増殖と各種酵素

投与経路 エチルベンゼン トルエン

吸入 (ppmX時間)
ラットLD50 4，000X4 

LCL。 4，000x4 4，000x4 

マウスLCL。 11，521 x2 
LC50 5，320X8 

腹腔内 (mg/kg) 
マウスLD50 2，272 1，126 

経口 (mg/kg) 
ラットLD50 3，500 5，000 

皮膚塗布 (mg/kg) 
ウサギLD50 17，800 12，124 
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活性の上昇 を 認めた 20)
ラットを0，400， 600， 1，250および2，200ppmのエチ

ルベンゼンに7時間/日X5日/ 週x 6カ月反復曝露した
実験では，400 ppmおよびそれ以上の群で肝・腎重量の
増加，1，250ppm群と2，200ppm群に肝・腎の混濁腫脹
が認められた9)
6-3 生殖毒性

ラットを妊娠1-19日，ウサギを妊娠1-24日の間 100
または1， 000ppmのエチルベンゼンに6�7時間/日反
復曝露した実験では， 両濃度でラットでは過剰肋頻度の
増加，ウサギでは生好数の低 下が認められた(Hardin
et al. 1981). 前者はそれ自体は 催奇形性を示す所見で
はない が，更に高濃度曝露を行った場合に催奇形性陽性
となる可能性を示す所見と考えられている. 後者につい
ては着床数や死胎・吸収脹数の増加を伴わず，それ自体
は生殖毒性を示す所見とは考えられていない21)

ラットを妊娠7-15日の間138，.276， 553 ppmのエチ
ルベンゼ、ン?に，マウスを妊娠6�15日の間115ppmに，
ウサギを妊娠7-20日の間115，230ppmに連続(24時
間/日) .曝露じた実験では， ラットおよびマウスの最高

濃度群で、胎仔に過剰肋の増加と体重増加抑制が， ウサギ

では胎仔数の減少が観察された22)
ラットおよびマウスを0，100， 500， 1， 000 ppÍnのエ

チルベンゼンに6時間/日X5日/週x 13週反復曝露し
た実験では，精子および腫 上皮に形態学的異常を認め な
かった19)
6-4 変異原性

Ames試験， CHO細胞を用いた染色体異常試験およ
び姉妹染色分体交換試験，およびマウス初旬ivo小核試
験はい ずれも陰性 19) しかし ヒ ト リ ンパ球を用いた姉
妹染色分体交換試験では， 極めて軽度で、はあるが陽性と

する報告がある23)
6・5 発がん性

Fischerラット(1群雌雄各50匹)を0，75， 250また
は750pþmのエチルベンゼン(純度>99%)に6時間/
日X5日1週x 104週反復曝露した実験24， 25) では， 腎腺

腫+腎がんの発生率 がOppm群(雄3ノ50，雌0/50)に
比 し て 750ppm群 (雄 21/50，雌8150)で有意 (pく
0.01)に上昇した〔腺腫のみに限ると雌・雄ともに有意

(pく0.01)であるが，がんのみに限ると雌・雄ともに
有意ではない(p > 0，05) J. また両慎uの精巣腺腫の発生

率がOppm群(27/50)に比して750ppm群( 40/ 50)
では有意(pく0.05)に上昇した.

またB6C3F1 マウス( 1群雌雄各50匹)を上記のラッ
トと同じ条件でエチルベンゼンに103週反復曝露した実

験 24， 25) では，雄 マ ウ ス の 肺 腺腫の発生率 が Oppm群
( 5/50)に比して750ppm群( 16/50)で有意(pく0.01)

に上昇した(ただし雌マウスの肺腺腫，および雌・雄マ
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ウスの肺がんの発生率はいずれも上昇していなかったに
また雌 マウスの肝腺腫の発生率がOppm群( 6/50)に
比して750ppm群( 16/50) で有意 (pく0.05)に上昇

した(ただし雄マウスの肝腺腫， および雌・雄マウスの
肝 がんの発生率はいずれも上昇していなかった ). 

International Agency for Research on Cancer26) で
は主としてこれらの所見に基づいて エチルベンゼンの
発がん性について動物実験では十分な証拠 がある(ヒト
での証拠は不適切)とし，エチルベンゼンを第2群Bに
分類し ている.
7. 許容濃度の 提案

以上ぬ結果を要約すると

1) 妊娠ラットへの曝露で 100ppmで過剰肋発生の増
加が認められたこと.

2)志願者および実験動物に対する実験的曝露で見出
された自他覚症状の内容はトルエンと類似(ただ
し刺激性は ト ルエ ン よ り 強い ) し ている こ と.

3)エチルベンゼンの実験動物に対する急性毒性値は

全体として トルエンの値と類似していると考えら
れること(因みに現行のエチルベンゼン許容濃度

値100ppmは当時のトルエン許容濃度値100ppm 
との関連において定められている). 

4)エチルベンゼン( 750ppm)に対する2年間の 反
復曝露によりラット・ マウス両種の実験動物で良
性または悪性の腫蕩発生増加が認められたが，い
ずれも各々1つの研究の結果であり， またこの成

績がヒトにどのように外挿出来るかはなお今後の
研究を必要とすると考えられること.

があげられる. 従って現行のエチルベンゼンの許容濃度
100 ppmでは健康影響を生じる可能性があり， トルエン
の許容濃度50ppmに合わせてエチルベンゼンの許容濃
度を50ppmとすることを提案する.
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許容濃度 全異性体およびその混合物に対して
50ppm (217mglm3) 

1. 別名:キシロール
2. 用途:混合体(エチルベンゼンを含む)は各種溶剤

(ことにトルエンと共存した形で、)に使用される〔混
合比としてはm-体(約40%)が最も多く，次いで
か体(約20%)，p-体(約15%)， エチルベンゼン

(約15%)となるJ. 異性体別には0・体は無水フタル

酸，0-フタロジニトリル ，キシレノール，キシリジ
ンの，m同体はイソフタル酸，メタキシレンジアミン，
キシレン樹脂の，p -体はテレフ タル酸 ， テレフタル
酸ジメチル(エステル)， p-トルイル酸の合成原料と

なる 1) 特殊な用途として病理組織標本の作成過程

でキシレンが使用される.
3. 物理化学的性質 2)

常温・常圧で無色・可燃性の液体

分子量106.16

4. 代謝
45-100 ppmのキシレン各種異性体に志願者を曝露し

た実験によれば， 肺での吸収率は60-64%であった3，ω.

志願者の前腕部に0.2 ml (0.139 g)のキシレン(異性

体の記述なし)を時計皿で、覆っ て接触させ， 10-15分後
の残留量 と の 差 を 経皮吸収量と想定 5) し た実験では，

経皮吸収速度は4.5-9.6mg/時/cm2と推定された6) し

かし両手または片手を手首まで液状のm-キシレンに15


